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基 本 理 念 患者さんの安心と満足のために、地域の中核病院として総合的な医療を提供します。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
『
二
類
感
染
症
相
当
』
か
ら

『
五
類
感
染
症
』
に
な
っ
て
変
わ
っ
た
こ
と
、
変
わ
ら
な
い
こ
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
室
長

吉
田

裕

2
0
1
9
年
12
月
よ
り
中
華
人
民
共
和
国
湖
北
省
武
漢
市
で

発
生
し
た
肺
炎
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
S
A
R
S

－

C
O
V
I
D

－

19
）
と
分
類
さ
れ
、
変
異
株
が
発
生
す
る
た
び

に
第
○
波
と
い
う
感
染
拡
大
を
引
き
起
こ
し
、
さ
ら
な
る
変
異

に
よ
っ
て
第
9
波
の
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
日
本
で
は
、
一
類
か
ら
五
類
感
染
症
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
感
染
症
、
指
定
感
染
症
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
『
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感

染
症
』
、
い
わ
ゆ
る
『
二
類
感
染
症
相
当
』
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
法
律
の
下
で
感
染
者
は
入
院
や
外
出
自
粛
が
求

め
ら
れ
、
様
々
な
予
防
処
置
、
感
染
者
の
全
数
把
握
等
が
行
な

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
治
療
費
や
検
査
費
用
も
国
が
負
担
し
て
き

ま
し
た
。

2
0
2
3
年
5
月
8
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
『
五
類
感
染
症
』
へ
と
位
置
付
け
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
感
染
患
者
の
入
院
や
外
出
自
粛
等
の
勧
告
や
全
数
把

握
は
行
わ
れ
な
く
な
り
、
ま
た
診
療
費
も
通
常
の
健
康
保
険
の

適
応
と
な
り
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て
1
〜
3
割
の
自
己
負
担

が
発
生
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
肺
炎

と
同
じ
扱
い
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
法
律
が
変
わ
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
変
わ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
依
然
と
し
て
強

い
感
染
力
を
有
し
、
重
症
化
す
る
症
例
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

2
0
2
3
年
5
月
8
日
以
降
の
感
染
者
数
の
動
向
を
見
る
と
全

国
的
に
増
加
傾
向
に
あ
り
、
第
9
波
と
い
う
感
染
拡
大
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

で
は
、
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
っ
て
い

け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？
一
番
大
切
な
の
は
一
般
的
な
感
染

対
策
で
す
。
人
混
み
で
の
マ
ス
ク
着
用
、
手
洗
い
、
う
が
い
と

い
っ
た
感
染
対
策
が
有
効
と
思
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
ワ
ク
チ
ン
は
重

症
化
の
抑
制
効
果
が
高
い
で
す
が
、
6
か
月
程
度
で
抗
体
価
が

著
し
く
低
下
し
ま
す
。
個
人
的
に
は
何
回
打
っ
た
で
は
な
く
、

何
か
月
前
に
打
っ
た
と
表
現
す
る
ほ
う
が
適
切
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
も
し
ば
ら
く
は
繰
り
返
し
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
お
勧

め
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
法
律
上
『
五
類
感
染

症
』
に
な
っ
て
も
病
気
の
怖

さ
が
変
わ
っ
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
皆
様
が
正
し

い
知
識
の
も
と
で
正
し
い
感

染
対
策
を
行
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
よ
り
早
く
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
前
の
生
活

を
取
り
戻
せ
る
は
ず
で
す
。

当
院
で
も
皆
様
の
健
康
を
守

る
た
め
、
引
き
続
き
感
染
対

策
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
御

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。



新
し
い
核
医
学
検
査
装
置
導
入
に
つ
い
て

こ
の
度
、
G
E
社
製
ガ
ン
マ
カ
メ
ラ
「
N
M
8
3
0
E
S
」
を
導
入
い
た
し
ま

し
た
。

核
医
学
検
査
と
は
特
定
の
臓
器
や
組
織
に
集
ま
り
や
す
い
性
質
を
持
っ
た
放
射

性
医
薬
品
を
体
内
に
投
与
し
て
、
そ
こ
か
ら
放
出
さ
れ
る
放
射
線
（
ガ
ン
マ
線
）

を
ガ
ン
マ
カ
メ
ラ
で
画
像
化
す
る
こ
と
に
よ
り
体
内
の
様
子
を
調
べ
る
検
査
で

す
。
臓
器
や
病
変
の
か
た
ち
を
調
べ
る
C
T
や
M
R
I
と
異
な
り
、
投
与
さ
れ
た

放
射
性
医
薬
品
の
分
布
や
集
積
量
、
経
時
的
変
化
に
よ
る
情
報
か
ら
臓
器
・
組
織

の
機
能
や
代
謝
異
常
も
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

認
知
症
に
対
す
る
脳
血
流
シ
ン
チ
グ
ラ
フ
ィ
や
心
機
能
の
精
査
に
心
筋
血
流

シ
ン
チ
グ
ラ
フ
ィ
、
唾
液
腺
の
機
能
を
評
価
す
る
唾
液
腺
シ
ン
チ
グ
ラ
フ
ィ
な
ど

全
身
の
あ
ら
ゆ
る
部
位
の
検
査
が
可
能
で
す
。

今
回
の
新
規
装
置
導
入
で
は
撮
影
装
置
だ
け
で
な
く
、
撮
影
し
た
画
像
の
解
析

を
行
う
専
用
の
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
備
え
付
け
ら
れ
て
お
り
、
高
度
な
画
像

処
理
技
術
に
よ
る
画
質
の
向
上
が
実
現
し
て
お
り
、
病
変
に
対
す
る
描
出
能
（
病

気
を
見
つ
け
る
能
力
）
も
向
上
し
て
お
り
ま
す
。

検
査
に
対
し
て
ご
不
明
点
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
放
射
線
科
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム

 

の
導
入
に
つ
い
て

小
川
赤
十
字
病
院
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
確
認
シ
ス
テ
ム
と
は
保
険
証
情
報
を
紐
づ
け
た
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
専
用
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
か
ざ
す
こ
と
で
保
険
情
報
を
確
認

で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
は
中
央
受
付
と
医
療
連
携
室
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

準
備
が
整
い
次
第
ご
案
内
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
来
院
の
際
は
従
来
の

保
険
証
と
併
せ
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

2



骨
粗
鬆
症
に
つ
い
て

副
院
長

山
崎
克
彦

　

55
月月
1212
日
の
看
護
の
日
に
、
県
知
事
公
館
に
お
い
て
「
看
護
功
労
者
知
事
表

日
の
看
護
の
日
に
、
県
知
事
公
館
に
お
い
て
「
看
護
功
労
者
知
事
表

彰
」
を
頂
い
て
参
り
ま
し
た
。
振
り
返
り
ま
す
と
、
約

彰
」
を
頂
い
て
参
り
ま
し
た
。
振
り
返
り
ま
す
と
、
約
4040
年
前
に
看
護
婦
と
な
り

年
前
に
看
護
婦
と
な
り

都
内
の
大
学
病
院
・
地
元
の
公
立
病
院
勤
務
を
経
て
、

都
内
の
大
学
病
院
・
地
元
の
公
立
病
院
勤
務
を
経
て
、
44
年
半
の
子
育
て
ブ
ラ
ン

年
半
の
子
育
て
ブ
ラ
ン

ク
の
の
ち
、
平
成

ク
の
の
ち
、
平
成
1010
年
に
当
院
に
就
職
し
ま
し
た
。

年
に
当
院
に
就
職
し
ま
し
た
。

　

循
環
器
科
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
ス
を
目
指
し

循
環
器
科
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
ス
を
目
指
し
C
C
U

C
C
U
の
立
ち
上
げ
に
関
り
な

の
立
ち
上
げ
に
関
り
な

が
ら
「
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
」
の
主
要
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
埼
玉
県
内
で
も
早

が
ら
「
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
」
の
主
要
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
埼
玉
県
内
で
も
早

い
時
期
か
ら
認
定
資
格
取
得
の
た
め
の
実
習
施
設
と
し
て
教
育
に
携
わ
り
ま
し

い
時
期
か
ら
認
定
資
格
取
得
の
た
め
の
実
習
施
設
と
し
て
教
育
に
携
わ
り
ま
し

た
。
看
護
副
部
長
に
昇
任
後
は
、
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
統
括
し
急
患
の
受
け

た
。
看
護
副
部
長
に
昇
任
後
は
、
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
統
括
し
急
患
の
受
け

入
れ
体
制
の
構
築
を
図
り
、
病
院
全
体
か
ら
地
域
へ
視
野
を
広
げ
「
患
者
サ
ポ
ー

入
れ
体
制
の
構
築
を
図
り
、
病
院
全
体
か
ら
地
域
へ
視
野
を
広
げ
「
患
者
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
立
ち
上
げ
に
関
与
し
、
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
令
和

ト
セ
ン
タ
ー
」
立
ち
上
げ
に
関
与
し
、
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
令
和
44

年
に
は
「
地
域
医
療
支
援
病
院
」
を
取
得
し
、
施
設
内
だ
け
で
な
く
地
域
ま
で
及

年
に
は
「
地
域
医
療
支
援
病
院
」
を
取
得
し
、
施
設
内
だ
け
で
な
く
地
域
ま
で
及

ぶ
活
動
が
今
回
評
価
し
て
頂
け
た
も
の
と
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

ぶ
活
動
が
今
回
評
価
し
て
頂
け
た
も
の
と
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
昨
年
33
月
で
月
で
6262
歳
の
定
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
嘱
託
職
員
と
し
て
活

歳
の
定
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
嘱
託
職
員
と
し
て
活

躍
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
受
賞
に
際
し
、
関
わ
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
多
く
の
皆

躍
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
受
賞
に
際
し
、
関
わ
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
多
く
の
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

院
長
付
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
患
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
代
行　

院
長
付
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
患
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
代
行

 

認
定
看
護
管
理
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
田
川　

洋
子

認
定
看
護
管
理
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
田
川

洋
子

当
院
は
、
地
域
医
療
の
要
と
し
て
、
超
高
齢
社
会
に
お
け
る

地
域
住
民
の
方
々
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
を
使
命
と

し
て
い
ま
す
。
病
院
全
体
の
患
者
様
の
う
ち
、
整
形
外
科
に
は

70
〜
90
歳
の
高
齢
者
の
方
が
多
く
来
院
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
脆
弱
性
（
骨
が
も
ろ
く
な
る
）
骨
折
は
、
大
腿
骨
近
位

部
骨
折
と
椎
体
骨
折
で
年
間
1
0
0
例
以
上
の
方
が
入
院
し
て

い
ま
す
。
脆
弱
性
骨
折
の
根
本
原
因
で
あ
る
骨
粗
鬆
症
の
治
療
が
、
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な

い
た
め
再
骨
折
に
よ
る
入
院
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

2
0
4
0
年
に
日
本
で
は
、
大
腿
骨
近
位
部
骨
折
は
約
30
万
人
発
生
す
る
と
推
測
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
度
大
腿
骨
近
位
部
骨
折
を
起
こ
し
た
女
性
は
、
5
年
以
内
に
二
次
骨
折
す
る
リ

ス
ク
は
骨
折
し
て
い
な
い
女
性
の
17
倍
、
両
側
骨
折
は
、
片
側
骨
折
の
方
よ
り
死
亡
率
が

2
．5
倍
高
い
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
患
者
様
側
の
問
題
点
と
し
て
は
、
高
齢
者
の
方
は

そ
も
そ
も
服
薬
量
が
多
く
て
、
薬
の
種
類
が
増
え
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
こ
と
、
無
症
状
で

あ
る
骨
粗
鬆
症
に
対
す
る
病
識
が
低
い
こ
と
、
色
々
な
原
因
で
通
院
自
体
が
困
難
に
な
る
こ

と
、
と
い
っ
た
背
景
が
あ
り
ま
す
。
骨
粗
鬆
症
治
療
率
は
、
骨
折
後
1
年
で
は
約
20
％
と
低

い
状
態
で
す
。
患
者
様
や
ご
家
族
に
再
骨
折
予
防
の
意
識
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
小
川
日
赤
も
骨
粗
鬆
症
、
骨
折
リ
エ
ゾ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
リ
エ
ゾ
ン
と
は
、
連
携
係
・
連
絡
窓
口
な
ど
を
意
味
す
る
フ
ラ
ン
ス
語
で
す
。
骨
折

リ
エ
ゾ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
目
的
は
、
二
次
骨
折
予
防
で
す
。
脆
弱
性
骨
折
を
起
こ
し
た
患
者
様

の
、
【
骨
粗
鬆
症
治
療
開
始
率
】【
治
療
継
続
率
】
を
上
げ
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点

か
ら
転
倒
予
防
を
実
践
す
る
こ
と
で
二
次
骨
折
を
防
ぎ
、
骨
折
連
鎖
を
絶
つ
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。
従
来
の
報
告
で
は
、
骨
折
リ
エ
ゾ
ン

サ
ー
ビ
ス
で
、
骨
折
リ
ス
ク
を
低
減
、
骨
粗
鬆

症
治
療
へ
の
好
影
響
、
生
活
の
質
の
改
善
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
、
病
院
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
努
力
い
た

し
ま
す
。
皆
様
方
に
は
、
骨
粗
鬆
症
に
関
し
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  お呼び出しについて  
内科・外科・整形外科外来では、受付票の
番号にてお呼びしております。

  急病等の時間外診療について  
診療受付時間外は、必ず電話連絡の上ご来
院ください。
なお、救急医療の機能向上を目的として、
緊急性を要しない（いわゆる軽症の）患者
さんの時間外受診には、診療費の他に時間
外選定医療費をご負担いただいております。
ご理解をお願いいたします。
詳しい内容については医事課までお問い合わせください。

  診療受付時間  
8：30～12：00
※各診療科、各曜日において受付時間が異なりますので最新の情報は
当院HPにてご確認いただくか、各科外来にお問い合わせください。

  休　診　日  
土曜日、日曜日、祝日、年末年始（12月29日～１月３日）、
創立記念日（５月１日）

  受診に際して  
各診療科の特殊外来や専門外来は、一般外来の受診後のご予約とな
ります。
当院では紹介状をお持ちでない患者さんにつきましては、国の定め
に基づき診療費の他に選定療養費をご負担いただいております。当
院受診の際は、紹介状をお持ちいただきますようお願いいたします。
※紹介状をお持ちの方はご予約が可能です。医療連携室（本館２階）
へお問い合わせください。

  受診時の持ち物  
保険証・診察券（お持ちの方）・現在飲んでいるお薬等をご持参く
ださい。

ご　案　内

スマホ用
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　当院では新型コロナウイルス感染症対策として、入口での体温チェック、手指消毒およびマスクの着用をお願いしております。今後
の動向により変更もございますが、ご理解ご協力をお願い申し上げます。最新の状況は当院ホームページ「新型コロナウイルス感染症
関連ページ」をご覧ください。 （上記は、2023年6月末時点での対応です。）

「かかりつけ医」について 
　小川赤十字病院では、皆さんの健康に関する総合的な窓口となる、
「かかりつけ医」を持つことを推奨しています。
　ご希望の方は、受診の際主治医へご相談いただくか、医療連携室
へお声掛けください。
　なお、症状が安定している方等、主治医の判断で、「かかりつけ
医」となる、近隣の医療機関をご紹介させていただきますので、ご理
解の程、よろしくお願いいたします。
　また、「かかりつけ医」がより専門的な検査や治療が必要と判断
し、当院受診を勧める場合は、紹介状を書いていただけますので、当
院へご来院の際には、忘れずにご持参ください。

「選定療養費」について
　医療機関の機能分担の推進を目的として、厚生労働省に
より定められた制度です。
　地域医療支援病院や200床以上の病院では、かかりつけ
医等からの紹介状を持たずに受診される患者さんに対して、
診療費とは別に「選定療養費」をご負担いただくことが定め
られています。
　当院はこれに該当することから初診及び再診時の「選定療
養費」を請求させていただいております。

詳細はホームページや院内掲示をご覧ください。


